
－ 警察本部 B28 －

平成28年度予算見積調書

B28

課室名:課室名:会計課

内線:内線:2234

事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成27年度～

会計 款 項 目

一般会
計

警察活
動費

警察費 警察活動費

説明事業

一般活動費

戦略項目

担当名:担当名:予算係

警察法 05　　　大規模災害への備え

010501　危機管理・防災体制の強化

予算額

決定額 50,33550,335

前年額 32,07532,075

50,33550,335

32,07532,075

18,26018,260

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

一般財源

番号

大規模警備（東京オリンピック等）に向けた危機管理体制の基盤づくり

１　事業の概要

　平成32年に開催される東京オリンピック等の大規模イ

ベントの開催競技場を抱える県として、早期に、そして

計画的に諸対策を推進する。

　また、県民の危機管理意識の醸成を図り、官民一体と

なった対策を推進し、埼玉県民が一丸となって安全を確

保し治安を維持する危機管理体制の基盤を構築する。

（1）官民合同協議会経費　 　　　　　　　　983千円

（2）各種講習会受講経費　　　　　　　　 1,444千円

（4）リオデジャネイロオリンピック視察経費

　　　　　　　　　　　　 　　　　 　 　15,748千円

（5）テロ情報分析システム整備経費　　　 4,752千円

（6）自衛隊観閲式関係経費　　　　　　　 9,069千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

５　事業説明
（1）事業内容
　　ア　官民合同協議会経費　関係機関を招致しての協議会開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 983千円
　　イ　各種講習会受講経費　危機管理講習、爆発性物質によるテロ対策・探知技術講習等の受講　　　　 1,444千円
　　ウ　装備資機材整備経費　防弾衣、防弾ヘルメット、防弾楯等の整備　　　　　　　　　　　　　　  22,205千円
　　エ　リオデジャネイロオリンピック視察経費　リオデジャネイロオリンピックの視察に要する旅費等  15,748千円
　　オ　テロ情報分析システム整備経費　テロ情報分析システムのリース料　　　　　　　　　　　　　　 4,752千円
　　カ　自衛隊観閲式関係経費　自衛隊観閲式警備に必要な資機材等の整備経費　　　　　　　　　　　 　9,069千円

（2）事業計画
　　　平成27年度から毎年度実施　官民合同協議会、講習会受講、装備資機材整備
　　　平成28年度　　　　　　　　リオデジャネイロオリンピック視察、自衛隊観閲式
　　　平成30、31年度　　　　　　官民合同図上訓練、官民合同実動訓練、接遇能力向上
　　　平成32年度　　　　　　　　東京オリンピック・パラリンピック大会

（3）事業効果

　　　　平成32年の東京五輪開催に向けて、計画的に官民一体となった危機管理体制の基盤を構築し、万全の警
　　ア　テロ・ゲリラ対策や治安維持体制の整備、県民の危機管理意識の醸成及び人材の育成を図る。

　　　備体制で臨むことにより、県民の安全を確保し、治安を維持する。
　　　　また、多数の国民及び総理大臣をはじめとする、国賓が出席する自衛隊観閲式を安心安全に終了させる。
　　イ　テロ事案だけではなく、大規模災害発生時や防犯活動においても活用できる。

(単位：千円)

（3）装備資機材整備経費　　　　　　　　22,205千円

分野施策


